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ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
病
院
か
ら

尾
池
和
夫

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
私
立
大
学
で
世
界
最
古
の
公
衆
衛
生
大
学
院
を
置

く
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
が
あ
る
。
そ
の
大
学
の
附
属
病
院
は
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
の
病
院
ラ
ン
キ
ン
グ
で
一
位
を
保
っ
て
い
る
。
今
回
は
、

ま
ず
そ
の
病
院
か
ら
出
さ
れ
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て
の
説

明
を
紹
介
し
た
い
。
以
下
、
友
人
か
ら
送
ら
れ
た
翻
訳
の
長
い
引
用
で
あ

る
。

「
〇
ウ
ィ
ル
ス
は
生
物
で
は
な
く
、
何
層
も
の
脂
質
（
脂
肪
）
で
で
き
た

保
護
膜
に
覆
わ
れ
た
た
ん
ぱ
く
質
分
子
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
）
で
す
。
こ
の
ウ
ィ
ル

ス
が
、
眼
・
鼻
ま
た
は
口
の
粘
膜
の
細
胞
に
付
着
す
る
と
、
突
然
遺
伝
コ

ー
ド
が
変
異
し
倍
々
方
式
で
増
え
侵
略
し
ま
す
。

〇
ウ
ィ
ル
ス
は
生
物
で
は
な
く
た
ん
ぱ
く
質
分
子
で
あ
る
た
め
殺
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
自
然
に
崩
壊
（
減
衰
）
し
ま
す
。
ウ
ィ
ル
ス
が
崩

壊
す
る
時
間
は
温
度
、
湿
度
、
ど
こ(

何)

に
付
着
し
た
か
に
よ
り
違
い
ま

す
。〇

本
来
ウ
ィ
ル
ス
は
と
て
も
壊
れ
や
す
い
の
で
す
が
、
脂
質
で
で
き
た

何
層
も
の
膜
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
こ
の
脂
質
の
保
護
膜
を
取

り
除
く
必
要
が
で
て
き
ま
す
。
脂
質
の
保
護
膜
を
破
壊
す
る
こ
と
が
で
き

る
石
け
ん
や
洗
浄
剤
は
有
効
（
泡
立
て
て
こ
す
り
破
壊
）
な
訳
で
す
。
破

壊
す
る
た
め
に
は
石
け
ん
を
た
っ
ぷ
り
と
泡
立
て
て
二
〇
秒
以
上
こ
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
保
護
膜
を
破
壊
す
る
こ
と
に
よ
り
ウ
ィ
ル
ス
た
ん
ぱ

く
質
は
自
然
に
減
衰
し
崩
壊
し
て
い
き
ま
す
。

〇
熱
は
脂
質
を
溶
か
し
ま
す
。
二
五
度
以
上
の
水
で
手
や
衣
服
、
そ
の

他
を
洗
う
こ
と
が
有
効
な
理
由
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
暖
か
い
水
は
泡
が

よ
り
泡
立
つ
た
め
、
よ
り
有
効
と
な
り
ま
す
。

〇
ア
ル
コ
ー
ル
と
ア
ル
コ
ー
ル
を
六
五
％
以
上
含
む
も
の
は
脂
質
を
分

解
し
ま
す
。
特
に
ウ
ィ
ル
ス
の
外
側
の
た
ん
ぱ
く
質
の
層
を
分
解
し
ま
す
。

〇
漂
白
剤
（
塩
素
）
一
対
水
五
の
割
合
で
プ
ロ
テ
イ
ン
（
た
ん
ぱ
く

質
）
を
破
壊
し
ま
す
。
ウ
ィ
ル
ス
の
内
側
か
ら
崩
壊
さ
せ
ま
す
。

〇
過
酸
化
水
素
水
は
石
け
ん
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
塩
素
の
効
果
を
長
持
ち

さ
せ
ま
す
。
過
酸
化
水
素
は
ウ
ィ
ル
ス
た
ん
ぱ
く
質
を
破
壊
し
ま
す
。
し

か
し
、
純
過
酸
化
水
素
水
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
皮
膚
を
傷
つ
け
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

〇
殺
菌
剤
、
抗
生
物
質
は
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。
ウ
ィ
ル
ス
は
バ
ク
テ
リ

ア
な
ど
の
生
物
で
は
な
い
の
で
抗
生
物
質
で
殺
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

〇
服
や
シ
ー
ツ
、
布
な
ど
を
振
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
（
使
用
、
未
使
用

に
か
か
わ
ら
ず
）
。
表
面
に
張
り
付
い
た
状
態
で
は
不
活
性
な
の
で
勝
手

に
時
間
が
た
て
ば
分
解
す
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
を
振
っ
た
り
ハ

タ
キ
を
使
用
す
る
と
、
最
大
三
時
間
空
気
中
に
ウ
ィ
ル
ス
が
浮
遊
し
、
鼻

な
ど
に
付
着
し
て
し
ま
い
ま
す
。
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―
三
時
間
（
生
地
）
―
四
時
間
（
銅
と
木
）
―
二
四
時
間
（
段
ボ
ー
ル
）

―
四
二
時
間
（
金
属
）
―
七
二
時
間
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）

〇
ウ
ィ
ル
ス
は
冷
た
い
空
気
、
寒
い
空
間
や
家
や
車
な
ど
エ
ア
コ
ン
が

あ
る
場
所
で
は
安
定
し
た
状
態
で
残
存
し
ま
す
。
ま
た
、
湿
気
と
暗
さ
は

ウ
ィ
ル
ス
の
残
存
を
促
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
逆
に
乾
燥
し
た
暖
か
い
、

明
る
い
環
境
は
勢
い
を
墜
落
さ
せ
ま
す
。

〇
紫
外
線
ラ
イ
ト
や
光
線
は
ウ
ィ
ル
ス
た
ん
ぱ
く
質
を
破
壊
し
ま
す
。

た
と
え
ば
使
用
済
み
の
マ
ス
ク
の
殺
菌
に
は
紫
外
線
ラ
イ
ト
（
Ｕ
Ｖ
ラ
イ

ト
）
を
使
用
す
る
と
完
璧
で
す
。
但
し
、
肌
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
（
こ
れ
も
プ

ロ
テ
イ
ン
）
も
破
壊
す
る
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

〇
ウ
ィ
ル
ス
は
健
康
な
肌
を
通
り
抜
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

〇
酢
（
酢
酸
）
は
脂
質
の
保
護
膜
を
破
壊
で
き
な
い
の
で
有
効
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

〇
ス
ピ
リ
ッ
ツ
、
ウ
ォ
ッ
カ
も
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。
強
い
ウ
ォ
ッ
カ
で

も
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
は
四
〇
％
で
す
。
ウ
ィ
ル
ス
を
破
壊
す
る
に
は
六
五

％
以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
が
必
要
で
す
。

〇
ア
ル
コ
ー
ル
六
五
％
以
上
の
リ
ス
テ
リ
ン
は
役
立
ち
ま
す
。

〇
よ
り
狭
く
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
は
ウ
ィ
ル
ス
も
集
中
し
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
広
い
場
所
で
換
気
が
よ
け
れ
ば
ウ
ィ
ル
ス
も
少
な
く
な

り
ま
す
。

〇
粘
膜
を
触
っ
た
り
、
食
べ
物
、
鍵
、
ド
ア
ノ
ブ
、
ス
イ
ッ
チ
、
リ
モ

コ
ン
、
携
帯
電
話
、
時
計
、
パ
ソ
コ
ン
、
机
、
テ
レ
ビ
、
ト
イ
レ
な
ど
を

触
る
前
に
も
、
触
っ
た
後
に
も
手
を
洗
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〇
頻
繁
に
手
を
洗
う
こ
と
に
な
る
の
で
手
の
保
湿
を
し
て
下
さ
い
。
乾

燥
に
よ
り
生
じ
る
肌
の
小
さ
な
ひ
び
割
れ
に
ウ
ィ
ル
ス
が
隠
れ
潜
む
可
能

性
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
厚
め
に
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
を
塗
る
の
が
お
薦
め
で

す
。〇

爪
の
中
に
ウ
ィ
ル
ス
が
隠
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
爪
も
短
く
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

―
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
病
院
―
」

こ
こ
ま
で
が
、
送
ら
れ
て
き
た
翻
訳
文
全
部
の
引
用
で
あ
る
。
ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
全
部
読
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
た
。

爪
を
含
め
て
手
を
し
っ
か
り
洗
う
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、

し
っ
か
り
手
を
拭
い
、
保
湿
ク
リ
ー
ム
を
塗
り
、
手
の
荒
れ
を
防
ぐ
こ
と

が
大
事
だ
と
、
こ
れ
を
読
ん
で
改
め
て
自
覚
し
た
。

月
明
や
沖
に
か
ゝ
れ
る
コ
レ
ラ
船

日
野
草
城

ジ
ョ
ン
ズ
・
ポ
プ
キ
ン
ス
大
学
公
衆
衛
生
大
学
院
、
健
康
安
全
保
障
セ

ン
タ
ー
が
二
年
前
、
二
〇
一
八
年
五
月
一
〇
日
に
発
表
し
た
『
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
病
原
体
の
諸
特
徴
』
と
題
す
る
報
告
書
が
あ
る
。
こ
の
報
告
書
で

「
地
球
規
模
の
破
滅
的
生
物
学
的
リ
ス
ク
（G

C
B
R

＝G
l
o
b
a
l
C
a
t
a
s
t
r
o
p

h
i
c
B
i
o
l
o
g
i
c
a
l
R
i
s
k

）
と
い
う
概
念
を
示
し
た
。

報
告
書
の
中
で
、
人
類
を
破
滅
に
導
く
可
能
性
の
あ
る
現
象
の
Ｇ
Ｃ
Ｂ

Ｒ
を
も
た
ら
す
の
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
で
あ
ろ
う
と
い
う
予
測

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
特
徴
と
し
て
高
い
感
染
力
、
低
い
致
死
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率
、
呼
吸
器
系
疾
患
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
七
つ
の
特
徴
を
持
つ
病
原
体

で
あ
る
。
こ
の
病
原
体
は
、
自
然
に
由
来
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
人
為

的
な
操
作
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
広
が
る
と
い
う
リ
ス
ク
も
想
定
さ
れ

て
い
る
。
感
染
し
て
い
て
も
無
自
覚
で
症
状
の
無
い
ま
ま
に
日
常
生
活
を

送
り
、
周
囲
を
感
染
さ
せ
る
と
い
う
現
象
が
あ
り
、
被
害
者
に
な
る
の
は

高
齢
者
あ
る
い
は
基
礎
疾
患
を
持
つ
者
と
い
う
可
能
性
も
示
さ
れ
た
。

ほ
と
ん
ど
の
種
類
の
微
生
物
は
、
人
間
に
壊
滅
的
な
リ
ス
ク
を
引
き
起

こ
す
よ
う
な
形
で
進
化
す
る
か
、
あ
る
い
は
操
作
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
が
、
ウ
イ
ル
ス
、
特
に
Ｒ
Ｎ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
は
、
こ
の
能
力
を
持
つ

可
能
性
が
最
も
高
い
種
類
の
微
生
物
で
あ
る
と
い
う
。

ウ
イ
ル
ス
は
、
そ
の
ゲ
ノ
ム
構
造
と
、
毎
日
大
量
の
子
孫
ウ
イ
ル
ス
を

生
成
す
る
複
製
時
間
と
の
両
方
に
起
因
し
て
、
遺
伝
的
変
異
に
対
す
る
高

い
能
力
を
持
っ
て
お
り
、
ウ
イ
ル
ス
が
細
菌
や
寄
生
虫
と
比
較
し
て
広
域

ス
ペ
ク
ト
ル
の
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
で
対
抗
で
き
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｇ
Ｃ

Ｂ
Ｒ
の
原
因
と
な
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。

し
た
が
っ
た
、
地
球
上
で
可
能
な
限
り
多
く
の
ウ
イ
ル
ス
種
を
カ
タ
ロ

グ
化
す
る
必
要
性
を
、
こ
の
報
告
書
は
提
唱
し
て
い
る
。

ま
た
、
感
染
症
の
突
発
的
な
発
生
（
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
）
の
状
況
で
は
、

政
治
的
お
よ
び
科
学
的
リ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
政
策
な

ど
の
初
期
の
決
定
が
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
の
制
御
を
決
定
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
逆
に
、
科
学
的
ま
た
は
政
治
的
な
決
定
が
有
害
ま
た
は
誤
っ
た
行
動

に
つ
な
が
る
と
、
伝
染
病
の
結
果
が
深
ま
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
指
摘

が
あ
る
。

さ
ら
に
、
感
染
症
の
発
生
は
、
社
会
、
政
治
、
地
理
、
環
境
お
よ
び
経

済
の
状
況
下
で
発
生
す
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
複
雑
さ
が
状
況
を
悪
化
さ
せ
、

微
生
物
に
Ｇ
Ｃ
Ｂ
Ｒ
の
性
質
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
イ
エ
メ
ン
で
の

二
〇
一
七
年
の
コ
レ
ラ
の
発
生
は
、
Ｇ
Ｃ
Ｂ
Ｒ
レ
ベ
ル
に
は
達
し
て
い
な

い
が
、
戦
争
の
存
在
に
よ
っ
て
拡
大
さ
れ
た
と
い
う
例
が
あ
る
。
ア
ウ
ト

ブ
レ
イ
ク
は
、
外
部
要
因
と
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
レ
ベ
ル
が
上
昇
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

コ
レ
ラ
出
て
佃
祭
も
終
り
け
り

松
本
た
か
し

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
（J

o
h
n
s
H
o
p
k
i
n
s
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y

）
は
、

私
が
京
都
大
学
の
運
営
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
い
つ
も
注
目
し

て
い
る
大
学
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
こ
の
大
学
の
こ
と
を
少
し

紹
介
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
大
学
は
、
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
の
ク
ェ
ー
カ
ー
教
徒
の
実
業
家
で
あ
る

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
（
一
七
九
五
年
ー
一
八
七
三
年
）
の
遺
産
を
基

に
し
て
、
一
八
七
六
年
、
世
界
初
の
研
究
大
学
院
大
学
と
し
て
設
立
さ
れ

た
。
世
界
一
と
い
わ
れ
る
医
学
部
が
あ
り
、
脳
神
経
外
科
学
、
心
臓
外
科

学
、
小
児
科
学
、
児
童
精
神
医
学
な
ど
の
学
問
を
生
み
出
し
た
大
学
で
あ

り
、
医
学
部
以
外
で
も
、
各
種
の
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
常
に
最
上
位
に
位

置
し
て
る
名
門
校
で
あ
る
。

幅
広
い
分
野
で
指
導
的
な
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
の
で
、
卒
業
生
か
ら

の
寄
付
が
多
い
。
最
近
で
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
の
二
〇
〇
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〇
億
円
、
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
の
二
三
億
円
な
ど
が
話
題
と
な
っ
た
。
三
六
名

以
上
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
を
輩
出
し
た
。

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
で
は
、
そ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
の
大
学
教

育
が
教
養
教
育
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
研
究
を
中
心
と
す
る
専
門
教
育

を
目
的
と
し
、
大
学
院
教
育
の
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
た
。
大
学
院
教
育
と

奨
学
金
を
組
み
合
わ
せ
て
Ｐ
ｈ
Ｄ
（
博
士
）
の
学
位
の
授
与
制
度
を
改
革

し
、
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
全
体
に
広
ま
っ
た
。
要
す
る
に
こ
の
大
学
は
、
ア

メ
リ
カ
で
最
初
と
い
う
制
度
の
多
く
を
生
み
出
し
て
き
た
。

多
く
の
日
本
人
も
こ
の
大
学
に
学
ん
だ
。
例
え
ば
、
佐
々
学
（
寄
生
虫

学
）
は
、
一
九
四
八
年
に
第
一
回
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
日
本
人
留
学

生
と
し
て
留
学
し
、
新
渡
戸
稲
造
（
農
学
）
も
一
八
八
四
年
に
留
学
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
で
は
ラ
ク
ロ
ス
が
有
名
で
あ
り
、
何
度
も
全
米
優
勝
し
て
い

る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
に
米
国
ラ
ク
ロ
ス
協
会
の
事
務
局
、
ラ
ク
ロ
ス
博
物
館
、

ラ
ク
ロ
ス
の
殿
堂
が
あ
る
。
大
学
の
マ
ス
コ
ッ
ト
は
ア
オ
カ
ケ
ス
で
、

「J
a
y
s

」
と
呼
ば
れ
る
。

初
し
ぐ
れ
京
の
町
屋
に
学
者
ゐ
て

田
中
裕
明

そ
し
て
病
院
の
こ
と
で
あ
る
。
大
学
附
属
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
病

院
は
、
世
界
で
最
も
優
れ
た
病
院
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。
二

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
は
、
当
時
、
推
計
七
〇
〇
万
ド
ル
の
遺
産
を

残
し
て
七
八
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
遺
産
で
、
自
ら
の
名
前
を
冠
し

た
「
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
」
と
「
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
病

院
」
を
設
立
す
る
よ
う
遺
言
し
た
。
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
出
身
の
著
名
な
人
物

を
一
二
名
選
び
、
計
画
の
実
行
人
、
信
託
者
と
し
た
。
亡
く
な
る
一
年
前

に
病
院
の
場
所
に
つ
い
て
も
具
体
的
な
覚
書
を
信
託
者
た
ち
に
送
り
、

「
建
築
や
配
置
の
面
で
、
こ
の
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ど
の
施
設
に
も
引
け

を
取
ら
な
い
も
の
」
を
望
み
、
「
病
院
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
保
証
し
、
最
も

高
潔
で
最
も
優
れ
た
技
術
を
持
つ
内
科
医
・
外
科
医
を
確
保
す
る
」
よ
う

に
と
指
示
し
た
。

一
八
九
三
年
、
こ
の
大
学
は
、
初
め
て
女
子
学
生
を
受
け
入
れ
た
こ
と
、

研
修
医
制
度
を
始
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
現
在
の
病
院
ス
タ
ッ
フ

の
ほ
と
ん
ど
が
研
修
医
で
あ
る
。
外
科
で
は
、
出
血
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

解
剖
学
実
習
、
無
菌
状
態
で
の
手
術
、
乳
癌
の
治
療
に
お
い
て
乳
房
切
除

術
が
初
め
て
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
使
い
捨
て
ゴ
ム
手
袋
の
導
入
で
も
知
ら

れ
て
い
る
。

一
九
六
六
年
に
は
ホ
プ
キ
ン
ズ
性
同
一
性
診
療
所
で
、
ア
メ
リ
カ
初
の

男
性
か
ら
女
性
へ
の
性
別
適
合
手
術
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
不
死
化
し
た

世
界
初
の
ヒ
ト
培
養
細
胞
は
、
一
九
五
一
年
に
採
取
さ
れ
、
組
織
培
養
研

究
で
細
胞
株
と
し
て
樹
立
さ
れ
た
。

病
院
は
現
在
約
二
〇
棟
を
持
ち
、
毎
週
八
万
人
が
診
療
に
訪
れ
、
病
院

の
収
容
数
は
一
〇
〇
〇
床
以
上
で
、
一
七
〇
〇
人
超
の
医
師
を
含
め
、
全

体
で
三
万
人
以
上
が
勤
務
す
る
。
メ
イ
ン
の
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
病

院
に
加
え
て
、
四
つ
の
関
連
病
院
と
複
数
の
外
来
ケ
ア
施
設
が
ワ
シ
ン
ト

ン
・
ボ
ル
チ
モ
ア
広
域
都
市
圏
に
存
在
す
る
ほ
か
、
フ
ロ
リ
ダ
州
セ
ン
ト

ピ
ー
タ
ー
ズ
バ
ー
グ
に
は
、
子
ど
も
病
院
も
あ
る
。


